
15

３
月
13
日
に
発
足
し
た
身
体
障
害

者
親
睦
会
で
は
、
身
体
障
害
者
の
方

々
の
交
流
を
深
め
る
た
め
、
次
の
通

り
情
報
交
換
会
を
行
い
ま
す
。
当
日

は
簡
単
な
食
事
（
自
費
）
を
し
な
が

ら
行
い
ま
す
。
事
前
申
し
込
み
は
不

要
で
す
の
で
、
当
日
会
場
へ
直
接
お

越
し
く
だ
さ
い
。

▼
対
象

身
体
障
害
者
（
保
護
者
を

含
む
）

▼
日
時

７
月
10
日
(土)

午
前
10
時

30
分
〜
午
後
１
時

▼
場
所

福
祉
会
館

▼
問
い
合
わ
せ

健
康
福
祉
課

1
０
７
９
４
（
３
５
）
２
３
６
２

住
宅
金
融
公
庫
で
は
、
マ
イ
ホ
ー

ム
新
築
資
金
な
ど
の
融
資
を
受
け
た

方
で
、
収
入
の
減
少
な
ど
に
よ
り
返

済
が
困
難
と
な
っ
た
方
に
つ
い
て
、

返
済
相
談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
返

済
に
不
安
を
感
じ
て
い
る
方
は
、
お

早
め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
相
談
時
間

月
・
火
・
木
・
金
＝

午
前
９
時
〜
午
後
７
時
30
分

水
・
土
＝
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

▼
問
い
合
わ
せ

住
宅
金
融
公
庫
大

阪
支
店
返
済
相
談
室

1
０
６
（
６
２
８
１
）
９
２
８
４

▼
日
時

毎
週
水
曜
日
　
午
前
10
時

15
分
〜
10
時
35
分

▼
場
所

加
古
川
健
康
福
祉
事
務
所

裏
庭
（
印
鑑
持
参
）

▼
引
取
手
数
料

千
700
円
（
生
後
91

日
以
上
は
１
匹
、
生
後
90
日
以
内
は

１
回
に
つ
き
10
匹
ま
で
）

※
時
間
は
厳
守
で
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

明
石
健
康
福
祉
事
務
所
衛
生
課

1
０
７
８
（
９
１
７
）
１
１
２
９

▼
日
時

７
月
５
日
(月)
・
28
日
(水)

午
前
９
時
〜
11
時

▼
場
所

産
業
生
活
課

▼
引
取
手
数
料

千
700
円
（
生
後
91

日
以
上
は
１
匹
、
生
後
90
日
以
内
は

１
回
に
つ
き
10
匹
ま
で
）

※
前
記
以
外
の
日
時
で
は
、
引
き
取

り
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

産
業
生
活
課

1
０
７
９
４
（
３
５
）
２
３
６
４

消
費
生
活
相
談（

）

▼
日
時

毎
週
月
曜
日
（
祝
日
除
く
）

午
前
10
時
〜
正
午

▼
場
所

中
央
公
民
館

▼
問
い
合
わ
せ
　
産
業
生
活
課

納
税
と
相
談

▼
日
時
　
毎
月
第
４
日
曜
日

午
前
９
時
〜
正
午

午
後
１
時
〜
５
時

▼
場
所
　
税
務
課
（
中
央
公
民
館
側

通
用
口
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
）

法
律
相
談
（
予
約
必
要
）

▼
日
時
　
７
月
12
日
(月)
・
26
日
(月)

午
後
６
時
〜
８
時

▼
場
所
・
申
し
込
み
　
中
央
公
民
館

（
申
込
順
。
電
話
予
約
不
可
）

女
性
法
律
相
談
（
予
約
必
要
）

▼
日
時

７
月
13
日
(火)
・
27
日
(火)

午
後
２
時
〜
４
時

▼
場
所
・
申
し
込
み
　
中
央
公
民
館

（
申
込
順
。
電
話
予
約
不
可
）

心
配
ご
と
相
談

▼
日
時

毎
週
火
曜
日

午
後
１
時
〜
４
時

▼
場
所

福
祉
し
あ
わ
せ
セ
ン
タ
ー

人
権
相
談

▼
日
時

７
月
13
日
(火)

午
後
１
時
〜
３
時

▼
場
所
　
福
祉
し
あ
わ
せ
セ
ン
タ
ー

行
政
相
談

▼
日
時

７
月
26
日
(月)

午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

▼
場
所

中
央
公
民
館

経
営
相
談

▼
日
時

７
月
２
日
(金)

午
後
１
時
〜
３
時

▼
場
所

播
磨
町
商
工
会

▼
対
象

商
工
業
者

▼
申
込
・
問
合
せ

播
磨
町
商
工
会

1
０
７
９
４
（
３
５
）
１
６
３
０

福
祉
相
談

▼
日
時

毎
週
水
曜
日
（
祝
日
除
く
）

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

▼
場
所

福
祉
し
あ
わ
せ
セ
ン
タ
ー

身
体
障
害
者
相
談

【
相
談
員
】（
敬
称
略
）

▽
脇
　
正
敏
【
二
子
847
番
地
の
125
】

1
０
７
８
（
９
４
３
）
５
５
５
０

6
０
７
８
（
９
４
３
）
１
６
３
１

▽
有
瀬
　
隆
【
宮
北
２
丁
目
８
の
６
】

1
・
6
０
７
９
４
（
３
７
）
６
５
３
９

子
ど
も
の
悩
み
相
談

▼
日
時

毎
週
（
月
・
火
・
木
・
金
）

午
後
１
時
〜
５
時

▼
場
所

役
場
第
２
庁
舎
３
階
ふ
れ

あ
い
ル
ー
ム
（
電
話
相
談
可
）

1
０
７
９
４
（
３
７
）
４
１
４
１

母
子
家
庭
相
談
（
予
約
が
必
要
）

▼
日
時

７
月
14
日
(水)
・
28
日
(水)

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

▼
場
所
・
申
し
込
み

地
域
福
祉
課

子
育
て
相
談
（
事
前
問
合
が
必
要
）

両
施
設
で
来
所
相
談
を
行
っ
て
い

ま
す
。（
祝
日
除
く
）

◎
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

▼
日
時

毎
週
月
曜
日
〜
金
曜
日

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

▼
電
話
相
談
・
問
い
合
わ
せ

1
０
７
８
（
９
４
４
）
０
７
１
７

◎
子
育
て
学
習
セ
ン
タ
ー

▼
日
時

毎
週
火
曜
日
〜
土
曜
日

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

▼
電
話
相
談
・
問
い
合
わ
せ

1
０
７
９
４
（
３
７
）
４
１
８
８

お
く
や
み

【
５
・
６
月
届
出
分
】

氏
　
名
（
敬
称
略
）

小
島
　
と
み
ゑ

佐
伯
　
ふ
み

溜
池
　
満

西
海
　
登
輝
夫

西
澤
　
仁

原
田
　
秀
子

藤
川
　
正
太
郎

吉
田
　
ま
さ
る

町
　
名

古

田

南
大
中

北
本
荘

北
本
荘

野

添

大

中

本

荘

古

田

二

子
年
齢839679627462908884
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申
請
書
類
は
加
古
川
健
康
福
祉
事

務
所
に
あ
り
ま
す
。
平
成
16
年
９
月

末
ま
で
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
申

請
が
遅
く
な
る
と
、
10
月
１
日
ま
で

に
受
給
者
証
が
お
手
元
に
届
か
な
い

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
詳
細
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
対
象

現
在
、
特
定
疾
患
の
受
給

者
証
を
お
持
ち
の
方
で
、
平
成
16
年

10
月
１
日
以
降
も
引
き
続
き
受
給
者

証
の
交
付
を
希
望
さ
れ
る
方
。

▼
申
請
期
間

７
月
１
日
(木)
〜
９
月

30
日
(木)

▼
申
請
窓
口
・
問
い
合
わ
せ

加
古
川
健
康
福
祉
事
務
所
（
旧
加
古

川
保
健
所
）
保
健
指
導
課

1
０
７
９
４
（
２
２
）
０
０
０
３

播
磨
町
在
住
の
重
度
心
身
障
害
者

（
児
）
で
、
前
年
分
の
所
得
税
が
非
課

税
の
方
に
、
タ
ク
シ
ー
の
基
本
料
金

を
助
成
す
る
チ
ケ
ッ
ト
を
交
付
し
て

い
ま
す
。（
た
だ
し
年
間
48
枚
、
播
磨

町
と
契
約
し
て
い
る
タ
ク
シ
ー
会
社

に
限
る
）

前
回
交
付
分
の
福
祉
タ
ク
シ
ー
利

用
券
（
青
色
）
は
、
そ
の
有
効
期
限

が
６
月
30
日
(水)
ま
で
と
な
っ
て
い
ま

す
。
引
き
続
き
利
用
券
を
ご
希
望
の

方
は
、
７
月
１
日
(木)
以
降
に
再
度
申

請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
者

身
体
障
害
者
手
帳
１
・

２
級
ま
た
は
療
育
手
帳
Ａ
判
定
の
方

で
、
前
年
分
所
得
税
非
課
税
の
方
。

▼
申
請
に
必
要
な
も
の

印
鑑
・
身

体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
療
育
手
帳
。

▼
問
い
合
わ
せ

健
康
福
祉
課

1
０
７
９
４
（
３
５
）
２
３
６
２

現
在
お
持
ち
の
受
給
者
証
に
は
有

効
期
限
が
あ
り
ま
せ
ん
が
、
毎
年
８

月
に
世
帯
状
況
お
よ
び
所
得
状
況
に

よ
り
負
担
区
分
（
１
割
ま
た
は
２
割
）

の
判
定
を
行
い
ま
す
。
負
担
区
分
が

変
更
に
な
る
方
に
は
新
受
給
者
証
を

交
付
（
郵
送
）
し
ま
す
。
新
受
給
者

証
を
交
付
さ
れ
た
方
は
、
旧
受
給
者

証
を
返
却
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
住
所
や
健
康
保
険
証
な
ど

に
変
更
が
あ
っ
た
場
合
は
届
け
出
を

し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

地
域
福
祉
課

1
０
７
９
４
（
３
５
）
２
３
６
１

現
在
お
持
ち
の
減
額
認
定
証
の
有

効
期
限
は
７
月
31
日
(土)
と
な
っ
て
い

ま
す
。
更
新
手
続
き
は
、
７
月
16
日

(金)
ま
で
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
世
帯
全
員
が
町
民
税
非
課

税
の
人
は
、
申
請
に
よ
り
「
老
人
医

療
の
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減

額
認
定
証
」
を
発
行
し
ま
す
の
で
、

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
減
額
認
定
証

が
な
い
と
減
額
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

地
域
福
祉
課

1
０
７
９
４
（
３
５
）
２
３
６
１

14

▲写っている方に写真または画像データ
を差しあげます。企画調整課まで。

■役場・教育委員会 
　10794（35）0355　○F （35）3398 
■健康いきいきセンター 
　10794（35）5578　○F （35）5227 
■福祉しあわせセンター 
　10794（35）1712　○F （36）5610 
■デイサービスセンター 
　10794（37）6155　○F （37）0065 
■加古川総合保健センター 
　10794（29）2923　○F （29）6300 
■播磨ふれあいの家 
　1079（678）1481　○F （678）1482

７
月
の
相
談

広報はりま2004.7

く
ら
し
に
つ
い
て

電
話
相
談
可

情
　
報
　
の
　
ペ
　
ー
　
ジ

情
　
報
　
の
　
ペ
　
ー
　
ジ
 

情
　
報
　
の
　
ペ
　
ー
　
ジ

情
　
報
　
の
　
ペ
　
ー
　
ジ
 

情
　
報
　
の
　
ペ
　
ー
　
ジ

情情
　　
報報
　　
のの
　　
ペペ
　　
ーー
　　
ジジ

播
磨
町
福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用

券
の
交
付

福
　
祉

障
害
者
の
交
流
を
考
え
る
会

に
参
加
し
ま
せ
ん
か

難
病
特
定
疾
患
医
療
受
給
者
証

の
継
続
申
請
の
受
け
付
け
開
始

老
人
保
健
法
医
療
受
給
者
証

に
つ
い
て

く
ら
し

住
宅
金
融
公
庫
融
資
を
ご
利

用
の
方
へ
の
返
済
相
談

猫
の
引
き
取
り

老
人
保
健
受
給
者
の
方
の
「
限
度

額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定

証
」
の
交
付
・
更
新
に
つ
い
て

現在整備を進めているJR

土山駅南広場の工事に伴い、

ご不便をおかけしました。6

月末には一部を残してほぼ

完成し、7月6日(火)午前10

時からは歩道・車道共にご

利用できるようになります。

これに伴って、路線バス・企業バス・タクシー・一般車両

の乗り入れが可能とな

ります。周辺部分につ

いては引き続き整備し

ていきますので、今後

ともご協力をお願いし

ます。

s問い合わせ 土木課

10794（35）2365

JR土山駅南広場
一般車両の乗り入れが可能になります

“社会を明るくする運動”は、すべての国民が、犯罪の防止と
罪を犯した人たちの更生について理解を深め、それぞれの立場に
おいて力を合わせ、犯罪や非行のない明るい社会を築こうとする
全国的な運動です。法務省の主唱により、毎年7月を強化月間とし
て全国的に展開されています。
犯罪や非行が生まれるのは地域社会であり、また罪を犯した人

や非行をした少年が更生を果たす場も地域社会です。よって、そ
の更生を実行あるものとするためには、本人の意欲と併せ、本人
を取り巻く地域社会の理解と協力が不可欠です。
犯罪や非行のない明るい地域社会をつくっていくためには、家

庭・学校をはじめとする関係機関・団体が連携して、住民同士の
心と心が触れ合う地域に根ざした活動を推進していくことが大切
だといえます。
播磨町においても、7月1日(木)朝、山電播磨町駅、JR土山駅南

口周辺にて、播磨町保護司会、播磨町役場地域福祉課、播磨町青
少年育成推進委員会、幼･小･中学校園、各学校園ＰＴＡ、自治会
連合会などにて街頭キャンペーンを行ないます。

播磨町地区保護司

氏　名　（敬称略・五十音順）

大辻　朋子　（大中242）

大辻　美智代（大中279の2）

北　　武外司（北本荘3の8の49）

小林　誠　　（北本荘5の6の7）

近藤　龍樹　（二子301）

瀧本　登志喜（本荘3の4の8）

徳田　清　　（古宮230の2）

深津　洋治　（古田2の7の25）

藤原　清尚　（野添1647の1）

松田　政雄　（野添1296の4）

保護司とは…
全国には約5万人の保護司が

います。保護司は、法務大臣
から委嘱された非常勤の国家
公務員ですが、実費弁償のみ
で給与は支給されず、ボラン
ティアとして地域社会の中で
活動しています。
具体的な活動としては、保

護観察官と協働して保護観察
を行ったり、犯罪や非行防止
のための活動を、地方公共団
体などをはじめとする関係機
関・団体と連携して行ったり
しています。

★
１
等
・
前
後
賞
あ
わ
せ
て 

●
発
売
期
間 

　
７
月
12
日
(月)
〜 

　
　
　
　
　
７
月
30
日
(金) 

●
抽
選
日
　
８
月
10
日
(火)
 

※
宝
く
じ
の
収
益
金
は
、
市
町
村
の

明
る
く
住
み
よ
い
町
づ
く
り
に
使
わ

れ
ま
す
。
ま
た
、
収
益
金
は
兵
庫
県

内
で
の
発
売
実
績
に
応
じ
て
交
付
さ

れ
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
県
内
で
お
買
い

求
め
く
だ
さ
い
。 

3
億
円
億
円 

3
億
円
億
円 

3
億
円 

播磨町地区保護司会

「「社会を明るくする運動社会を明るくする運動」」

犬
の
引
き
取
り

田
中
　
　
子 
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５
月
14
日
(金)
、
健
康
い
き
い
き
セ

ン
タ
ー
で
、
町
内
の
各
自
治
会
長
で

構
成
さ
れ
て
い
る
「
播
磨
町
自
治
会

連
合
会
」
の
総
会
が
開
か
れ
、
役
員

改
選
や
平
成
15
年
度
の
事
業
報
告
と

決
算
承
認
、
平
成
16
年
度
の
事
業
計

画
と
予
算
審
議
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

自
治
会
連
合
会
長
に
は
酒
井
正
信

さ
ん
が
再
選
し
、
次
の
方
々
が
新
役

員
と
決
定
し
ま
し
た
。

（
自
治
会
）

会
　
長
　
酒
井
　
正
信
（
石
ヶ
池
）

副
会
長
　
草
部
　
芳
彦
（
駅
　
西
）

小
西
　
邦
和
（
大
中
西
）

河
南
　
博
　
（
駅
　
東
）

会
　
計
　
平
郡
　
衛
　
（
本
荘
東
）

監
　
事
　
橋
本
　
清
　
（
新
　
池
）

岩
尾
　
俊
正
（
神
　
川
）

（
敬
称
略
）

今
年
も
ふ
る
さ
と
”
は
り
ま
“
を
担

う
頼
も
し
い
新
成
人
の
お
祝
い
と
励

ま
し
の
集
い
「
成
人
式
」
を
開
催
し

ま
す
。
新
成
人
一
人
一
人
が
責
任
と

自
覚
を
持
っ
た
大
人
へ
の
ス
タ
ー
ト

に
し
ま
し
ょ
う
。

▼
対
象

昭
和
59
年
４
月
２
日
〜
昭

和
60
年
４
月
１
日
生

▼
日
時

平
成
17
年
１
月
９
日
(日)

午

後
１
時
30
分
開
式
（
午
後
１
時
受
付
）

▼
場
所

中
央
公
民
館
大
ホ
ー
ル

▼
問
い
合
わ
せ

生
涯
学
習
課

1
０
７
９
４
（
３
５
）
０
５
６
５

6
０
７
９
４
（
３
７
）
４
１
９
３

広報はりま2004.7

情
　
報
　
の
　
ペ
　
ー
　
ジ

情
　
報
　
の
　
ペ
　
ー
　
ジ
 

情
　
報
　
の
　
ペ
　
ー
　
ジ

情
　
報
　
の
　
ペ
　
ー
　
ジ
 

情
　
報
　
の
　
ペ
　
ー
　
ジ

情情
　　
報報
　　
のの
　　
ペペ
　　
ーー
　　
ジジ

自
治
会
連
合
会
長
と
新
役
員

平
成
17
年
成
人
式
の
お
知
ら
せ

播磨町連合自治会は、7月第1日曜日に喜

瀬川・水田川・北池の一斉清掃を実施しま

すので多数の参加をお願いします。

s日時 7月4日（日）午前8時～

s集合場所 現地
＊最寄りの集合場所に、午前8時までに集

合してください。

［小雨決行、大雨の場合は11日（日）に延期］

s問い合わせ 総務課　10794(35)0357

7月第1日曜は「播磨町美化の日」
～喜瀬川・水田川・北池を美しく

一斉清掃を実施～

　
広
報
６
月
号
と
同
時
配
布
を
し
ま
し
た
「
ご
み
収
集
日
程
表
」
に
よ
り
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
よ
う

に
、
ご
み
の
収
集
日
が
７
月
１
日
(木)
か
ら
変
更
に
な
り
ま
す
の
で
、
決
め
ら
れ
た
日
の
午
前
８
時
ま
で

に
、
決
め
ら
れ
た
も
の
を
決
め
ら
れ
た
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

至加古川・姫路 
JR神戸線 

大中遺跡 

山陽新幹線 

山陽電鉄 

新島 

至明石・神戸 

播磨町駅 播磨町駅 

至姫路 

2

至加古川 

国道２号線 

明姫グリーンロード 

県道明石高砂線 

播磨町役場播磨町役場 播磨町役場 

250

至明石至明石・神戸神戸 至明石・神戸 

土山駅土山駅 土山駅 

喜瀬川喜瀬川 
西地区西地区 
喜瀬川 
西地区 

喜瀬川 
西地区 

新幹線北地区 

新幹線南地区 

喜瀬川 
東地区 

喜瀬川喜瀬川 
東地区東地区 
喜瀬川 
東地区 

喜
瀬
川 

至新大阪至新大阪 至新大阪 

問
い
合
わ
せ
　
播
磨
町
産
業
生
活
課 

　
　
　
　
　
　
1
０
７
９
４
（
３
５
）
２
３
６
４ 

　
　
　
　
　
　
播
磨
町
塵
芥
処
理
セ
ン
タ
ー 

　
　
　
　
　
　
1
０
７
９
４
（
３
５
）
２
５
６
２ 

中央公民館・各コミュニティセンターの食用廃油の収集日は毎月第4水曜日です。 

分類 

地区 

山陽新幹線 
北地区 

山陽新幹線 
南地区 

収
集
日 

毎
週
　
　
　 

火
・
金
曜
日 

毎
週
月
曜
日 

毎
週
火
曜
日 

毎
週
　
　
　 

月
・
木
曜
日 

燃
え
る
ご
み 

紙
類
・
布
類 

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル 

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク 

容
器
類 

第
２
水
曜
日 

第
１
水
曜
日 

第
１
水
曜
日 

第
２
水
曜
日 

あ
き
び
ん 

第
３
月
曜
日 

第
２
月
曜
日 

第
４
水
曜
日 

第
３
水
曜
日 

燃
え
な
い
ご
み 

・
蛍
光
灯 

粗
大
ご
み
・ 

食
用
廃
油 

あ
き
缶 

（
ス
プ
レ
ー
缶
） 

収
集
日 

喜瀬川 
西地区 

第3 
木曜日 

喜瀬川 
東地区 

第4 
木曜日 

喜瀬川 
西地区 

第2 
金曜日 

喜瀬川 
東地区 

第1 
金曜日 

喜瀬川 
西地区 

第1 
木曜日 

喜瀬川 
東地区 

第2 
木曜日 

喜瀬川 
西地区 

第4 
金曜日 

喜瀬川 
東地区 

第3 
金曜日 

核
兵
器
の
怖
さ
や
戦
争
の
悲
惨
さ

を
認
識
し
、
平
和
の
尊
さ
・
平
和
を

守
る
こ
と
の
大
切
さ
を
学
ぶ
機
会
を

提
供
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
『
広

島
平
和
の
バ
ス
』
を
開
催
し
ま
す
。

平
和
記
念
資
料
館
や
原
爆
ド
ー
ム

な
ど
の
施
設
を
見
学
し
、
被
爆
体
験

者
か
ら
体
験
談
を
聞
く
と
と
も
に
、

原
爆
の
子
の
像
に
千
羽
鶴
を
そ
な
え

ま
す
。

▼
日
時

８
月
22
日
(日)
〜
23
日
(月)
の

１
泊
２
日

▼
対
象
者

町
内
在
住
の
小
学
校
４

年
生
〜
中
学
校
２
年
生
と
そ
の
家
族
。

親
１
人
、
子
ど
も
１
人
の
制
限
は
あ

り
ま
せ
ん
。

▼
募
集
人
数

60
人
。
応
募
多
数
の

場
合
は
抽
選
を
行
い
、
７
月
30
日
(金)

ま
で
に
申
込
者
に
連
絡
し
ま
す
。

▼
参
加
費

１
人
３
千
500
円
（
バ
ス

代
、
宿
泊
代
、
22
日
の
昼
食
代
、
23

日
の
朝
食
代
）。
参
加
者
説
明
会
の
際

に
、
納
付
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▼
応
募
締
め
切
り

７
月
16
日
(金)
必
着

▼
申
し
込
み
方
法

は
が
き
の
裏
に

住
所
・
氏
名
・
性
別
・
年
齢
・
学
校

名
・
学
年
・
電
話
番
号
お
よ
び
同
行

者
氏
名
を
記
入
し
て
郵
送
し
て
く
だ

さ
い
。

〒
６
７
５
―
０
１
８
２
（
こ
の
郵
便

番
号
を
使
用
す
れ
ば
、
住
所
の
記
載

は
不
要
で
す
）

播
磨
町
役
場
企
画
調
整
課
「
広
島
平

和
の
バ
ス
」
係

▼
参
加
者
へ
の
説
明
会

８
月
９
日
(月)

午
後
６
時
30
分
〜
７
時
30
分
　
中
央

公
民
館
視
聴
覚
室

※
参
加
者
は
、
必
ず
出
席
し
て
く
だ

さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

企
画
調
整
課

1
０
７
９
４
（
３
５
）
０
３
５
６

6
０
７
９
４
（
３
５
）
０
６
０
９

た
く
さ
ん
の
写
真
を
見
な
が
ら
豊

富
な
体
験
を
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

イ
ス
ラ
ム
世
界
を
知
る
絶
好
の
チ
ャ

ン
ス
で
す
。

▼
日
時

７
月
４
日
(日)

午
前
９
時

20
分
〜
11
時
30
分
（
午
前
９
時
よ
り

受
付
開
始
）

▼
場
所

中
央
公
民
館
　
大
ホ
ー
ル

▼
講
師

全
世
界
204
カ
国
を
ま
わ
っ

た
世
界
の
旅
人
　
松
本
和
人
氏

▼
参
加
費

無
料

▼
問
い
合
わ
せ

東
播
磨
県
民
局
運

動
課
内
　
東
播
磨
青
少
年
本
部

1
０
７
９
４
（
２
１
）
９
２
９
１

▼
日
時

７
月
18
日
(日)

午
前
10
時

〜
午
後
３
時

▼
席

茶
道
協
会
役
員
一
同

▼
場
所

野
添
北
公
園
内
蓬
生
庵

▼
参
加
費

300
円

▼
問
い
合
わ
せ

蓬
生
庵

1
０
７
８
（
９
４
４
）
６
０
４
０

救
急
車
が
来
る
ま
で
に
行
う
応
急

手
当
の
心
肺
蘇
生
法
、
大
出
血
時
の

止
血
法
を
学
び
ま
す
。

※
講
習
を
修
了
し
た
人
に
は
修
了
証

を
交
付
し
ま
す
。

▼
日
時

７
月
31
日
(土)

午
前
９
時

30
分
〜
12
時
30
分

▼
場
所

加
古
川
市
防
災
セ
ン
タ
ー

▼
対
象

播
磨
町
、
加
古
川
市
、
稲

美
町
に
在
住
、
在
勤
の
人

▼
定
員

先
着
30
人

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

７
月
６
日
(火)
午
前
９
時
か
ら
電
話
で

加
古
川
市
消
防
本
部
警
防
課
へ

（
土
曜
、
日
曜
、
祝
日
を
除
く
）

1
０
７
９
４
（
２
７
）
６
５
３
９

▼
日
時
・
場
所

･
７
月
６
日
(火)

中
央
公
民
館

･
７
月
14
日
(水)

野
添
コ
ミ
セ
ン

･
７
月
16
日
(金)

中
央
公
民
館

･
７
月
21
日
(水)

南
部
コ
ミ
セ
ン

※
い
ず
れ
も
午
前
９
時
30
分
〜
12
時

30
分

▼
内
容

減
塩
料
理
（
生
活
習
慣
病

予
防
）

▼
参
加
費

500
円
（
当
日
徴
収
）

▼
問
い
合
わ
せ

健
康
福
祉
課

1
０
７
９
４
（
３
５
）
２
３
６
２

催
　
し

野
添
北
公
園
蓬
生
庵
　
納
涼
茶
会

普
通
救
命
講
習
会

い
ず
み
会
料
理
講
習
会

①デイサービスセンター親子見学体験
親子で播磨町デイサービスセンターを見

学し、利用者と交流をしませんか？

s日時 8月4日(水)
午後1時30分～3時30分

s定員 15組30人
s対象 小学生の親子・その他

②保育体験教室
保育園で1日保育士を体験します。今年は

キューピット保育園で開催します。

s日時 8月3日(火)
午前8時30分～午後3時

s定員 15人
※応募者多数の場合は、翌日の4日(水)にも
分かれて体験していただきます。

s対象 中・高・大学生

③知的障がい者ふれあいフレンド募集
地域の知的障がい者と友達感覚で楽しい

時間を過ごしてくれるボランティアを募集
する講座です。2日目はクルーザーで海の散
歩も計画中です。

s日時 8月6日(金) 午後1時～5時
8月7日(土) 午前10時～午後3時

s定員 20人
s対象 高校生・専門学校生・大学生
s申し込み・問い合わせ ①②③いずれも7
月1日(木)～20日(火)までに、播磨町社会

福祉協議会へ。10794（35）1712

播磨町社会福祉協議会

夏夏夏夏休休休休みみみみ体体体体験験験験教教教教室室室室参参参参加加加加者者者者募募募募集集集集

こ
こ
ろ
豊
か
な
人
づ
く
り
500
人
委
員
会

東
播
磨
セ
ミ
ナ
ー

講
演
会

「
イ
ス
ラ
ム
世
界
を
旅
し
て
」

〜
報
道
で
は
伝
わ
ら
な
い

現
地
の
姿
〜

▲多くの人の祈りを込めた鶴

▲平和の願いを新たに

第16回兵庫のまつりふれあいの祭典
「よさこい兵庫」2004

7月25日(日)正午～午後9時　県立明石公園およびその周辺
s問い合わせ ふれあいの祭典実行委員会事務局　1078（362）3994
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今
年
も
ま
た
ケ
ナ
フ
の
植
え
付
け

の
季
節
に
な
り
ま
し
た
。
休
耕
田
を

活
用
し
て
、
皆
さ
ん
に
ケ
ナ
フ
畑
の

オ
ー
ナ
ー
と
し
て
、
ケ
ナ
フ
の
栽
培

に
挑
戦
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

地
球
温
暖
化
防
止
植
物
「
ケ
ナ
フ
」

は
、
葉
や
花
は
食
用
や
染
物
に
、
樹

皮
は
紙
や
繊
維
に
、
幹
や
根
っ
こ
は

い
ろ
い
ろ
な
作
品
に
活
用
で
き
ま
す
。

余
っ
た
ケ
ナ
フ
は
、「
ケ
ナ
フ
炭
」
に

し
て
玄
関
や
お
部
屋
の
隅
に
置
い
て

お
く
と
脱
臭
や
除
湿
に
大
い
に
役
立

ち
ま
す
。

オ
ー
ナ
ー
の
皆
さ
ん
に
は
、
植
え

付
け
か
ら
刈
り
取
り
ま
で
お
世
話
を

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

個
人
・
家
族
・
グ
ル
ー
プ
な
ど
で

ぜ
ひ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
植
え
る
場
所

播
磨
町
宮
北
１
丁

目
５
の
休
耕
田
（
播
磨
小
学
校
裏
、

山
陽
電
鉄
南
道
沿
い
）

▼
植
え
付
け
予
定
日

７
月
10
日
(土)

午
前
10
時
〜（
雨
天
時
は
７
月
11
日
(日)
）

※
そ
の
他
詳
細
は
オ
ー
ナ
ー
さ
ん
に

直
接
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▼
申
し
込
み
締
め
切
り

７
月
７
日
(水)

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

電
話

か
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
、
住
所
・
氏
名
・
電
話

番
号
・
参
加
人
数
・
畝
数
（
一
畝
ケ

ナ
フ
苗
約
50
本
）
を
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

生
涯
学
習
課

1
０
７
９
４
（
３
５
）
０
５
６
５

6
０
７
９
４
（
３
７
）
４
１
９
３

▼
募
集
項
目

①
２
等
陸
海
空
士
②

一
般
曹
候
補
学
生
③
曹
候
補
士
④
航

空
学
生
⑤
防
衛
大
学
校
学
生
（
推
薦
）

▼
応
募
資
格
　
①
18
歳
以
上
〜
27
歳

未
満
の
男
女
②
高
卒
（
見
込
み
）
〜

24
歳
未
満
の
男
女
③
高
卒
（
見
込
み
）

〜
27
歳
未
満
の
男
女
④
⑤
高
卒
（
見

込
み
）
〜
21
歳
未
満
の
男
女

▼
受
付
期
間

①
〜
④
８
月
２
日
(月)

〜
９
月
８
日
(水)
、
⑤
９
月
６
日
(月)
〜

８
日
(水)

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

自
衛
隊
加
古
川
募
集
案
内
所

1
０
７
９
４
（
２
６
）
３
２
９
０
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情
　
報
　
の
　
ペ
　
ー
　
ジ

情
　
報
　
の
　
ペ
　
ー
　
ジ
 

情
　
報
　
の
　
ペ
　
ー
　
ジ

情
　
報
　
の
　
ペ
　
ー
　
ジ
 

情
　
報
　
の
　
ペ
　
ー
　
ジ

情情
　　
報報
　　
のの
　　
ペペ
　　
ーー
　　
ジジ

ふ
れ
あ
い
ケ
ナ
フ
畑
オ
ー
ナ
ー
募
集

阿閇漁港内プレジャーボート係留施設使用希望者募集中 s申し込み・問い合わせ フィッシャリーナ管理事務所　1078（707）1530

播
磨
町
が
交
流
を
し
て
い
る
朝
来

町
の
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
、
ゲ
ー

ム
や
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
、
飯
ご

う
す
い
さ
ん
、
そ
し
て
水
辺
の
観
察

な
ど
様
々
な
自
然
を
体
験
し
、
新
し

い
お
友
だ
ち
を
作
り
ま
せ
ん
か
？

翌
日
に
は
朝
来
町
の
子
ど
も
た
ち
と

大
中
遺
跡
ま
つ
り
に
参
加
し
、
さ
ら

に
友
情
を
深
め
ま
す
。

き
っ
と
こ
の
夏
休
み
の
す
ば
ら
し

い
思
い
出
に
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

▼
日
時

８
月
６
日
(金)
〜
７
日
(土)
の

１
泊
２
日

▼
対
象
者

町
内
小
学
校
３
・
４
年
生

▼
募
集
人
数

20
人
。
応
募
多
数
の

場
合
は
抽
選
を
行
い
、
７
月
16
日
(金)

ま
で
に
申
込
者
に
連
絡
し
ま
す
。

▼
参
加
費

１
人
２
千
円
。
参
加
者

説
明
会
の
際
に
、
納
付
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。

▼
応
募
締
め
切
り

７
月
12
日
(月)
必
着

▼
応
募
方
法

は
が
き
の
裏
に
住
所
・

氏
名
・
電
話
番
号
・
学
校
名
・
学
年

お
よ
び
保
護
者
氏
名
を
記
入
し
て
郵

送
し
て
く
だ
さ
い
。

〒
６
７
５
―
０
１
８
２
（
こ
の
郵
便

番
号
を
使
用
す
れ
ば
、
住
所
の
記
載

は
不
要
で
す
）
播
磨
町
役
場
企
画
調

整
課
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室
」
係

▼
参
加
者
へ
の
説
明
会

７
月
20
日

(火)

午
後
６
時
30
分
　
中
央
公
民
館

研
修
室
２

※
必
ず
参
加
者
と
保
護
者
の
方
が
一

緒
に
出
席
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

企
画
調
整
課

1
０
７
９
４
（
３
５
）
０
３
５
６

6
０
７
９
４
（
３
５
）
０
６
０
９

s日時 8月22日(日)
午前9時受け付け
午前9時30分開会

s場所 総合体育館
s主催 播磨町少年剣道クラブ
s参加資格 播磨町在住・在勤
の小学生・中学生・一般（高
校生以上）
※総合体育館利用者、特に播磨
町少年剣道クラブOBの人は
奮ってご参加ください。

s申し込み 7月11日(日)まで
に所定の申込用紙で申し込ん
でください。

s問い合わせ 浅原　宅
10794（37）8120

火災・救急・救助など、住民の大切な生命・身体・財産

を守る「119番」通報の誤った使用が、最近急激に増えて

います。

内容は、休日・夜間などの病院の問い合わせがほとんど

ですが、一部には「いたずら」や、「間違い電話」など憂

慮すべき通報もあり、緊急出動体制に悪影響を与えていま

す｡

平成15年の119番通報の受信件数は、19,747件でした

が、そのうち病院の問い合わせやいたずらなど、緊急通報

以外の通報が7,506件と全体の38％も占めました。

住民の大切な生命や財産を守るためには、119番通報の

受信から、火災・救急出動への時間経過を1秒でも短縮さ

せることが絶対条件となります。

しかし、前述のような緊急を必要としない119番通報は、

その対応に119番専用の電話回線を占用してしまうため、

火災や交通事故などの緊急事態発生を知らせる119番通報

と重複した場合、消防車や救急車の迅速な出動対応に障害

を及ぼすことがあります。

住民の安心と安全に直接つながる大切な「119番」、こ

の正しい使用について、今一度、住民の皆さまのご理解と

ご協力をお願い申し上げます。

火災・救急出動要請は119
消防本部へのお問い合わせは10794（24）0119（代表）

消防本部災害情報は10794（21）1122
消防本部ホームページアドレス

http://www.city.kakogawa.hyogo.jp/kfd/

加古川市消防本部より

正しい119番通報を！

防
衛
庁
学
生
・
自
衛
官
募
集

▲交流を深める子どもたち

▼
日
時

８
月
５
日
(木)

午
前
９
時

〜
午
後
５
時

▼
内
容

バ
ス
で
加
古
川
の
下
流
と

上
流
（
加
美
町
）
に
行
き
、
水
生
生

物
の
観
察
や
水
質
の
調
査
を
し
ま
す
。

▼
対
象

播
磨
町
・
加
古
川
市
・
高

砂
市
・
稲
美
町
の
小
学
生
と
そ
の
保

護
者

▼
定
員

200
人(

多
数
の
場
合
は
抽
選)

▼
参
加
費

無
料

▼
持
ち
も
の

弁
当
・
水
筒
・
帽

子
・
ビ
ー
チ
サ
ン
ダ
ル
・
タ
オ
ル
・

筆
記
用
具

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

往
復

は
が
き
に
住
所
、
児
童
の
名
前
、
学

年
、
同
伴
す
る
保
護
者
の
氏
名
、
電

話
番
号
を
書
い
て
７
月
13
日
(火)
ま
で

に
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

〒
６
７
５
―
８
５
０
１
加
古
川
市
役

所
環
境
政
策
局
「
親
と
子
の
水
辺
の

教
室
」
係

1
０
７
９
４
（
２
７
）
９
２
０
１

※
７
月
23
日
(金)
ま
で
に
返
信
は
が
き

が
届
か
な
い
場
合
は
、
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

※
本
教
室
に
参
加
さ
れ
た
方
は
、
播

磨
町
が
８
月
10
日
(火)
に
実
施
す
る
喜

瀬
川
水
生
生
物
観
察
会
に
も
、
ご
参

加
く
だ
さ
い
。
２
つ
の
川
で
の
生
き

物
を
比
較
し
ま
し
ょ
う
。

播
磨
町
に
残
さ
れ
た
貴
重
な
自
然

で
あ
り
、
ま
た
潤
い
の
空
間
で
あ
る

「
喜
瀬
川
」
の
川
底
に
住
む
小
さ
な
水

生
生
物
を
観
察
す
る
こ
と
に
よ
り
、

身
近
な
自
然
に
触
れ
合
う
と
共
に
、

水
の
汚
れ
具
合
を
調
べ
ま
す
。

昨
年
の
観
察
会
で
は
、
絶
滅
が
心

配
さ
れ
て
い
る
メ
ダ
カ
な
ど
が
見
つ

か
っ
て
い
ま
す
。
今
年
は
ど
の
よ
う

な
生
物
が
見
つ
か
る
の
か
楽
し
み
で

す
。

▼
日
時

８
月
10
日
(火)

午
前
９
時

〜
11
時
（
雨
天
中
止
）

▼
内
容

「
喜
瀬
川
」
の
川
底
に
住

む
水
生
生
物
の
観
察

▼
対
象

町
内
在
住
の
親
子
お
よ
び

水
生
生
物
に
関
心
の
あ
る
方
。

▼
集
合
場
所

緑
道
で
あ
い
の
道

「
ふ
る
さ
と
橋
」
午
前
９
時
集
合

▼
持
ち
も
の

帽
子
・
ビ
ー
チ
サ
ン

ダ
ル
・
タ
オ
ル
・
筆
記
用
具

▼
講
師

播
磨
ウ
エ
ッ
ト
ラ
ン
ド
リ

サ
ー
チ
代
表
　
松
本
　
修
二
氏

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

７
月

30
日
(金)
ま
で
に
、
住
所
・
氏
名
・
電

話
番
号
を
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

産
業
生
活
課

1
０
７
９
４
（
３
５
）
２
３
６
４

日
本
人
の
持
つ
世
間
体
意
識
の
た

め
に
、
い
ろ
い
ろ
な
悩
み
が
生
ま
れ

ま
す
。
明
る
く
住
み
よ
い
地
域
社
会

に
…

▼
日
時

７
月
９
日
(金)

午
後
１
時

30
分
〜

▼
場
所

中
央
公
民
館
　
視
聴
覚
室

▼
主
催
・
問
い
合
わ
せ

わ
く
わ
く
人
権
塾
　
塚
崎
宅

1
０
７
８
（
９
４
２
）
７
７
４
１

播
磨
町
か
ら
加
古
川
大
堰
ま
で
歴

史
や
文
化
を
語
り
な
が
ら
新
井
用
水

路
を
遡

さ
か
の
ぼ
り
ま
す
。
片
道
10
㎞
程
度
の

予
定
で
す
。
帰
路
は
バ
ス
を
利
用
し

ま
す
。
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
参
加

者
に
別
途
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

お
弁
当
・
水
筒
を
ご
持
参
く
だ
さ

い
。

▼
日
時

７
月
10
日
(土)

午
前
８
時

〜
午
後
１
時

▼
場
所

播
磨
町
役
場
前
集
合

▼
定
員

先
着
50
人
（
７
月
５
日
(月)

締
め
切
り
）

▼
参
加
費

200
円
（
保
険
料
を
含
む
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

キ
ャ
ス
ト
は
り
ま
塾
　
福
原

隆
泰
宅

1
０
７
８
（
９
４
４
）
３
１
２
７

播
磨
町
ふ
る
さ
と
の
先
覚
者
顕
彰
会

（
企
画
調
整
課
）

1
０
７
９
４
（
３
５
）
０
３
５
６

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
台
所
を
再
現
し

た
「
朝
ご
は
ん
」
を
３
世
代
ま
た
は

親
子
一
緒
に
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
日
時

７
月
11
日
(日)

午
前
10
時

〜
正
午

▼
場
所

中
央
公
民
館
調
理
室

▼
参
加
費

500
円
（
１
組
）

＊
エ
プ
ロ
ン
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み

７
月
８
日
(木)
ま
で
に

申
込
用
紙
に
記
入
の
上
、
中
央
公
民

館
へ
（
申
込
用
紙
は
中
央
公
民
館
に

あ
り
ま
す
）

※
ち
ゃ
ぶ
台
を
お
持
ち
の
方
お
借
り

で
き
ま
せ
ん
か
。
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

映
画
音
楽
、
ア
ニ
メ
主
題
曲
、
童

謡
・
唱
歌
、
３
世
代
の
ど
自
慢
大
会

な
ど
、
楽
し
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

▼
日
時

７
月
25
日
(日)

午
後
１
時

〜
３
時

▼
場
所

中
央
公
民
館
大
ホ
ー
ル

▼
参
加
費

500
円
（
３
世
代
ま
た
は

親
子
１
組
・
当
日
徴
収
）

▼
申
し
込
み

７
月
10
日
(土)
ま
で
に

申
込
用
紙
に
記
入
の
上
、
中
央
公
民

館
へ
（
申
込
用
紙
は
中
央
公
民
館
に

あ
り
ま
す
）

＊
の
ど
自
慢
大
会
参
加
申
し
込
み
も

受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

元
帰
塾
　
長
尾
　
禎
則
宅

1
０
７
８
（
９
４
２
）
３
３
８
７

キ
ャ
ス
ト
は
り
ま
塾
・

播
磨
町
ふ
る
さ
と
の
先
覚
者
顕
彰
会
共
催

第
２
回
エ
コ
・
ツ
ー
リ
ズ
ム

新
井
水
路
を
歩
こ
う
！

３
世
代
が
楽
し
む
音
の
夏
ま
つ
り

募
　
集

親
と
子
の
水
辺
の
教
室

参
加
者
募
集

３
世
代
を
紡
ぐ
元
帰
塾

ち
ゃ
ぶ
台
の
朝
ご
は
ん
試
食
会

喜
瀬
川
水
生
生
物
観
察
会

 
 

加古川市 

稲 美 町  

播 磨 町  

件　数  傷　者  死者  

1,062 

121 

101

（－18） 

（－18） 

（－17） 

1,296 

154 

121

（－22） 

（－25） 

（－20） 

6 

1 

1

（＋1） 

（±0） 

（＋1） 

平成16年5月末現在 
昨年比 

▲昨年の様子

わ
く
わ
く
人
権
塾

公
開
フ
ィ
ル
ム
フ
ォ
ー
ラ
ム

「
明
日
へ
の
彩
り
」

▲どんな生物がいるかな
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情
　
報
　
の
　
ペ
　
ー
　
ジ

情
　
報
　
の
　
ペ
　
ー
　
ジ
 

情
　
報
　
の
　
ペ
　
ー
　
ジ

情
　
報
　
の
　
ペ
　
ー
　
ジ
 

情
　
報
　
の
　
ペ
　
ー
　
ジ

七
夕
ま
つ
り
を
み
ん
な
で
一
緒
に

楽
し
み
ま
す
。
ペ
ー
プ
サ
ー
ト
の
お

話
も
あ
り
ま
す
。

参
加
希
望
の
方
は
、
当
日
、
直
接

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
お
越
し
く

だ
さ
い
。
お
友
達
も
誘
っ
て
ど
う

ぞ
！

▼
日
時

７
月
５
日
(月)

午
前
10
時

〜
11
時

▼
場
所

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

▼
持
ち
も
の

願
い
ご
と
を
書
い
た

短
冊一

緒
に
遊
び
な
が
ら
、
み
ん
な
と

楽
し
い
子
育
て
を
し
ま
せ
ん
か
。

親
子
で
楽
し
め
る
わ
ら
べ
う
た
遊

び
や
お
も
ち
ゃ
作
り
、
散
歩
や
砂
遊

び
を
楽
し
み
ま
す
。

ま
た
、
子
育
て
の
中
で
感
じ
た
楽

し
い
こ
と
や
気
に
な
る
こ
と
な
ど
を

話
し
合
い
な
が
ら
、
子
ど
も
の
気
持

ち
に
そ
っ
た
関
わ
り
を
一
緒
に
考
え

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

▼
対
象

１
歳
位
〜
５
歳
ま
で
の
幼

児
と
そ
の
保
護
者

▼
実
施
日
・
時
間

①
９
月
６
日
〜

24
日
②
10
月
４
日
〜
22
日
の
月
〜
金

曜
日
の
午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

▼
場
所

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

▼
定
員

①
②
各
10
組
の
親
子

▼
参
加
費

実
費
（
材
料
費
、
お
や

つ
代
な
ど
）

▼
申
し
込
み

７
月
１
日
(木)
〜
16
日

(金)
ま
で
に
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

や
地
域
福
祉
課
に
あ
る
申
込
用
紙
に

記
入
し
、
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

応
募
者
多
数
の
場
合
は
、
７
月
20

日
(火)
に
公
開
抽
選
を
し
ま
す
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

1
０
７
８
（
９
４
４
）
０
７
１
７

蓮
池
保
育
園
に
併
設
さ
れ
た
子
育

て
支
援
セ
ン
タ
ー
で
次
の
子
育
て
支

援
事
業
を
実
施
す
る
パ
ー
ト
職
員
を

募
集
し
ま
す
。

・
育
児
不
安
な
ど
に
つ
い
て
の
相
談

指
導

・
在
宅
乳
幼
児
集
団
生
活
体
験
保
育

・
子
育
て
サ
ー
ク
ル
な
ど
の
育
成
支
援

・
そ
の
他
子
育
て
支
援
事
業

▼
採
用
予
定
人
員

１
人

▼
採
用
予
定
日

８
月
２
日
(月)
〜

▼
申
込
受
付

７
月
１
日
(木)
〜
９
日

(金)

午
後
５
時
ま
で

▼
受
験
資
格

昭
和
39
年
４
月
２
日

以
降
に
生
ま
れ
た
人
で
、
保
育
士
資

格
を
有
す
る
人
。

▼
試
験
日
・
試
験
会
場

応
募
者
に

後
日
通
知
し
ま
す
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

履
歴

書
に
写
真
と
保
育
士
免
許
の
写
し
を

添
え
て
地
域
福
祉
課
へ
。

1
０
７
９
４
（
３
５
）
２
３
６
１

▼
日
時
・
場
所

８
月
10
日
(火)

南
部
コ
ミ
セ
ン

８
月
22
日
(日)

西
部
コ
ミ
セ
ン
　

い
ず
れ
も
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
１

時▼
献
立

メ
ロ
ン
パ
ン
・
ピ
ロ
シ
キ

▼
参
加
費

200
円

▼
持
参
す
る
も
の

エ
プ
ロ
ン
・
ナ

イ
ロ
ン
袋

▼
定
員

各
コ
ミ
セ
ン
先
着
20
組

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

子
ど
も
は
小
学
生
に
限
り
ま
す
。

▼
日
時

８
月
21
日
(土)

午
前
９
時

30
分
〜
午
後
１
時

▼
場
所

南
部
コ
ミ
セ
ン

▼
献
立

豚
ま
ん
・
メ
ロ
ン
パ
ン
・

ピ
ロ
シ
キ

▼
参
加
費

200
円

▼
持
参
す
る
も
の

エ
プ
ロ
ン
・
ナ

イ
ロ
ン
袋

▼
定
員

各
コ
ミ
セ
ン
先
着
30
人
。

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

ど
ち

ら
の
教
室
も
７
月
15
日
(木)
よ
り
各
講

座
の
３
日
前
ま
で
受
け
付
け
ま
す
。

産
業
生
活
課

1
０
７
９
４
（
３
５
）
２
３
６
４

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の

パ
ー
ト
職
員
募
集

Ａ
　
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
困

難
な
場
合
は
、
必
要
書
類
を
添
え
て
、

住
民
課
で
免
除
の
申
請
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

免
除
は
、
申
請
者
本
人
、
配
偶
者
、

世
帯
主
の
前
年
の
所
得
に
よ
り
承

認
・
却
下
の
判
定
が
決
ま
り
ま
す
。

た
だ
し
、
承
認
さ
れ
る
の
は
、
申
請

さ
れ
た
月
の
前
月
分
か
ら
翌
年
６
月

分
ま
で
で
す
。

し
か
し
、
前
年
の
所
得
が
あ
っ
て

も
、
あ
な
た
方
夫
婦
の
よ
う
に
、
平

成
15
年
４
月
１
日
以
降
に
失
業
し
た

場
合
は
、
前
年
の
所
得
に
関
係
な
く

免
除
が
承
認
さ
れ
る
場
合
も
あ
り
ま

す
。従

っ
て
、
免
除
を
申
請
さ
れ
る
際

は
、
離
職
の
事
実
お
よ
び
離
職
年
月

日
を
確
認
で
き
る
証
明
書
の
写
し
を

夫
婦
２
人
分
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
申
請
書
は
１
枚
に
つ
き
１

人
し
か
記
入
で
き
な
い
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
す
の
で
、
夫
婦
で
も
別
々
に

申
請
手
続
き
を
行
っ
て
い
た
だ
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。

手
続
き
に
必
要
な
も
の

①
年
金
手
帳
ま
た
は
国
民
年
金
保
険

納
付
案
内
書(

納
付
書)

②
印
鑑

③
・
「
平
成
16
年
度
所
得
課
税
証
明

書
」（
平
成
16
年
１
月
１
日
時
点
の
住

所
地
で
発
行
さ
れ
ま
す
）

※
た
だ
し
、
平
成
16
年
１
月
２
日
以

降
に
播
磨
町
に
転
入
さ
れ
て
、
平
成

16
年
７
月
分
以
降
の
免
除
を
希
望
す

る
方
の
み
。

・
「
平
成
15
年
度
所
得
課
税
証
明

書
」（
平
成
15
年
１
月
１
日
時
点
の
住

所
地
で
発
行
さ
れ
ま
す
）

※
た
だ
し
、
平
成
15
年
１
月
２
日
以

降
に
播
磨
町
に
転
入
さ
れ
て
、
平
成

16
年
６
月
分
の
免
除
を
希
望
す
る
方

の
み
。
こ
の
場
合
は
７
月
中
に
申
請

し
て
い
た
だ
い
て
、
６
月
分
の
み
の

免
除
申
請
と
な
り
ま
す
。

④
失
業
の
事
実
を
明
ら
か
に
す
る
証

明
書
類

平
成
15
年
４
月
１
日
以
降
に
失
業
し

た
方
の
み
、
離
職
の
事
実
お
よ
び
離

職
年
月
日
の
確
認
で
き
る
公
的
機
関

発
行
の
証
明
書
（
写
し
）
を
添
付
し

て
く
だ
さ
い
。

（
例
　
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
、
雇

用
保
険
被
保
険
者
離
職
票
、
健
康
保

険
・
厚
生
年
金
資
格
喪
失
証
明
書
）

☆
例
示
し
た
書
類
以
外
で
も
、
失
業

の
事
実
を
明
ら
か
に
す
る
証
明
書
類

と
し
て
認
め
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

☆
③
④
に
つ
い
て
は
、
本
人
以
外
に

世
帯
主
、
配
偶
者
の
方
が
該
当
す
る

場
合
で
も
必
要
で
す
。

承
認
期
間

申
請
し
て
承
認
さ
れ
る
と
、
申
請

し
た
月
の
前
月
分
か
ら
翌
年
６
月
分

ま
で
、
保
険
料
の
全
額
ま
た
は
半
額

が
免
除
さ
れ
ま
す
。

平
成
16
年
７
月
分
か
ら
の
免
除
申
請

は
７
月
１
日
(木)
か
ら
受
け
付
け
ま
す

保
険
料
免
除
は
、
７
月
（
ま
た
は

申
請
月
の
前
月
）
か
ら
翌
年
６
月
を

承
認
期
間
と
し
て
い
ま
す
。
平
成
16

年
６
月
分
ま
で
の
承
認
を
受
け
ら
れ

た
人
で
、
引
き
続
き
免
除
を
希
望
さ

れ
る
と
き
は
、
申
請
が
必
要
で
す
。

平
成
16
年
７
月
分
か
ら
の
保
険
料
免

除
を
希
望
の
人
は
、
必
ず
８
月
末
ま

で
に
住
民
課
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

平
成
16
年
６
月
分
ま
で
全
額
免
除
ま

た
は
半
額
免
除
の
承
認
を
受
け
た
方

へ
７
月
ご
ろ
に
７
月
分
か
ら
翌
年
３

月
分
ま
で
の
納
付
書
が
送
付
さ
れ
ま

す
。
納
付
書
は
７
月
分
か
ら
の
免
除

承
認
を
受
け
る
ま
で
は
納
付
せ
ず
に

保
管
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

加
古
川
社
会
保
険
事
務
所

1
０
７
９
４
（
２
７
）
４
５
１
１

住
民
課

1
０
７
９
４
（
３
５
）
２
３
６
３

こ
ん
な
時
は
ど
う
し
た
ら
い
い
の
？ 

Ｑ
　
私
（
世
帯
主
）
は
平
成
16
年
３
月
31
日
で
会
社
を
退
職
し
ま
し

た
。
配
偶
者
も
平
成
15
年
11
月
30
日
で
退
職
し
て
い
る
た
め
、

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
困
難
で
す
。
免
除
さ
れ
る
制
度
が

あ
る
ら
し
い
の
で
す
が
…
。

「
て
く
て
く
」
参
加
者
募
集

①風鈴作り
自分だけの風鈴を作ってみませんか。
リサイクル瓶から作った風鈴に、好きな図柄を絵付けするペ

インティングコースと砂の圧力により模様をつけるサンドブラ
ストコースにて、自分だけのオリジナル風鈴作りを行います。
夏休みの工作用としても人気のイベントです。もちろん大人の
方も参加できます。
※サンドブラストは高学年から大人向きです。
s日時 ペインティング（小学校1年生から）

7月21日～8月26日の毎週水曜日と木曜日
午前9時～正午、午後1時30分～4時30分の2回
（水曜日は午前のみの開催です）
サンドブラスト（小学校4年生から）
7月24日～8月28日の毎週土曜日
午前9時～正午、午後1時30分～4時30分の2回

s定員 各回10人（計300人）
s対象 播磨町または稲美町にお住まいの小学生以上の方
s参加費 300円
s場所 加古郡リサイクルプラザ
s申し込み はがきに｢風鈴作り希望｣と書いて、参加希望日の
午前または午後のいずれかを第3希望までと、住所・氏名・

電話番号を記入してください。7月9日(金)消印有効です。
※1枚のはがきで4人までの応募とさせていただきます。体験日
が決定した方にはリサイクルプラザよりはがきまたは電話で
お知らせします。

②紙すき万華鏡作り
紙すき体験とセットになった簡単万華鏡作りを行います。
万華鏡の中に入れる具には、机やおもちゃ箱の中に眠ってい

るおはじきなどを使えば、きれいに見えます｡いろいろなものを
入れて楽しんでみましょう。
自分ですいた紙を巻けば、オリジナルの万華鏡としても使え

ます。
s日時 7月30日～8月27日の毎週金曜日

午前9時30分～11時30分
s定員 各回10人（計50人）
s対象 播磨町または稲美町にお住まいの小学生以上の方
s参加費 300円
s場所 加古郡リサイクルプラザ
s申し込み 7月12日（月）午前9時から受け付けます。電話で
直接加古郡リサイクルプラザまで申し込んでください。（先着
順）

申し込み・問い合わせ 
加古郡リサイクルプラザ　〒675-0155　加古郡播磨町新島60番地　10794（37）7671

夏休み特別企画 

第29回 兵庫県健康大学受講生募集
s期間 9月4日(土)～11月20日(土)の第
1・第3土曜日　午後1時30分～4時20分

s場所 加古川総合保健センター

sテーマ 『健康家族作り』

sテキスト代 1,000円

s定員 100人
定員になり次第締め切ります。

s申し込み はがきの裏面に①健康大学
受講希望、②住所、③氏名、④年齢、

⑤電話番号を記入し、7月25日(日)ま

でにお申し込みください。

◎加古川市加古郡医師会

〒675―0101

加古川市平岡町新在家1224-12

◎播磨町役場健康福祉課

〒675-0182

播磨町東本荘1-5-30

s問い合わせ

加古川市加古郡医師会

10794（21）4301

「ひょうご講座」受講者募集
県内4年制33大学などと県の連携によ

り、様々な分野のアカデミックで専門的

な大学教育レベルの講座を広く提供し、

県民の皆さんの生涯学習の一層の充実に

役立つことを目的として、大学連携「ひ

ょうご講座」を開講します。

s期間・回数 秋期（9月上旬～12月上
旬）原則8～12回。1回あたり90分講

義。各科目はそれぞれ原則毎週1回、

同一曜日に実施。

s時間 火～金曜　午後6時30分～8時、
土曜　午後1時30分～3時

s場所 県立神戸学習プラザ
（神戸交通センタービル4階）

s定員 1科目あたり約40人（先着順）

s受講料 10,000円～15,000円

s募集期間 8月31日(火)まで

s申し込み・問い合わせ

ひょうご大学連携事業推進機構事務局

1078（392）0660

6078（392）0071
http://www.hyogo-al.gr.jp/kouza/

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

「
七
夕
ま
つ
り
」
お
楽
し
み
会

消
費
者
協
会
よ
り
お
知
ら
せ

親
子
パ
ン
作
り
教
室
参
加
者
募
集

豚
ま
ん
作
り
教
室
参
加
者
募
集


